
（別紙様式例４）

公表日：　　令和8年2月25日 事業所名： 放課後等デイサービス事業所NICO

はい

どちらと

もいえな
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いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらと

もいえな
い

いいえ
わからな
い 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペー
スの十分な確保

80 20

・カラフルなカーペットを使用した
床面になっており、明るい印象
があります。また、カーペットの
色分けを利用して活動を行って
ます。

70 10 10 10
・高学年の利用が多い日は、狭
く感じる。

・利用人数等に合わせ、個室の
解放や個室を使用しての活動等
の対応しております。

2 職員の適切な配置 100 80 10 10

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

100 80 10 10 ・外玄関に段差がある。

・外玄関の段差には、補助具を
設置してます。また、身体的に
補助が必要な児童さまには、必
ず職員が支援します。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

100
・清掃、アルコール消毒等、毎日
行っております。

100
・玩具の整理棚等、いつも綺麗
に整理されている。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

80 20

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

100

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

60 40
・スタッフミーティングを定期で開
催している。また、ミーティング
の中に研修を取り入れている。

1
適切に支援プログラムが作成、公表され
ているか

100
・ホームページに掲載、公表して
りる。

80 20 ・ホームページで確認した。

2

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した
上での児童発達支援計画又は放課後等
デイサービス計画の作成

100 90 10
・保護者の都合に合わせ、時間
調整していただき実施してもらっ
ており、助かっている。

・出来る限り、保護者さまの負担
にならないよう、保護者さまの予
定えお確認して実施している。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

80 20 90 20

4
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

80 20
・個々に合わせた個別の支援や
活動を考案し行っている。

5
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

80 20
・個別の支援方法を動画撮影し
報告させていただいている。

80 10 10

・写真や動画で、我が子の様子
を報告していただくことあり、とて
もわかりやすく、家庭では見られ
ない様子、成長があり嬉しいで

・個別の支援方法～結果、過ご
し方等、出来る限り保護者さま
に報告させていただいてます。

6 チーム全体での活動プログラムの立案 100
・毎日のミーティングで、検討、
協議している。

7
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

100

・毎日のミーティングで、その日
の担当者が活動内容を報告し、
それぞれの職員の役割りや支
援方法について検討、協議して
いる。

80 10 10
・帰宅義「今日は〇〇したよ」と、
楽しかった様子を話してくれるこ
とが嬉しい。

・利用児さまが「成功感」や「達
成感」を感じて終えれるようアレ
ンジしながら活動を行っている。

8
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

100

・個々に応じた利用時間の把握
を行っている。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　・平日、実施出来な
い個別プログラムを実施してい
る。

、・昼食については、保護者さま
からのリクエストを取り入れ、お
弁当注文可能日を設けている。

9
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

100
・毎日のミーティングの中で共通
理解を行っている。

10
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

100
・必ず、振り返りを行い、「良かっ
た点」「改善点」を話し合ってい
る。

11
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

80 20
・個々の利用、活動の様子を記
録しｔえいる。

12
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

80 20

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。
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評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

（
続
き

）

適
切
な
支
援
の
提
供



はい

どちらと

もいえな

い

いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらと

もいえな

い

いいえ
わからな

い 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

40 60

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

・現在、医療的ケアが必要な子
どもや重症心身障害のある子ど
も等を支援は無い

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連
絡体制の整備

・現在、医療的ケアが必要な子
どもや重症心身障害のある子ど
も等を支援は無い

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援
のため、保育所や認定こども園、幼稚
園、小学校、特別支援学校（小学部）等と
の間での支援内容等の十分な情報共有

40 60
・必要に応じて行っているが、十
分とは言えない。

・支援に必要な重要事項のた
め、努力するよう努める。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

80 20 ・必要に応じて行っている。

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

40 60

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

20 80
・コロナ以降、実施出来ていな
い。

40 40 10 10

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

20 80 ・実施出来ていない。

1
支援の内容、利用者負担等についての
丁寧な説明

80 20

・見学時、契約時等に説明を
行っている。また質問や確認
等、電話連絡等にて対応してお
ります。

90 10

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

80 20

・支援の工夫や方法、その結
果、改善点の説明、今後のニー
ズ等をお聞かせいただいており
ます。

90 10

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

40 40 20 ・個々に支援を行っている、 40 50 10

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

100
・保護者さまと事業所間の連絡
ノートや、送迎時等にその日の
様子について報告を行ている。

100

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

80 20
・相談があった場合、事業所で
の対応、必要に応じて関係機関
等の紹介を行っている。

90 10

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

80 20

・「親子スポーツレク」を実施し、
「普段話が出来ない保護者さま
と話が出来て良かった、」等の
乾燥をいただくことが出来た。

100

・盛大な運動会を開催してい
ただいた。子供たちが楽しく
参加「している様子を見ること
が出来、参加して良かったと
思った。　　　　　　　　　　　　　　
　　・運動会では、日頃の活動
を取り入れた競技で、子供た
ちがわかりやすく工夫した内
容の活動をされていることが
分かり、嬉しかった。

・年度末に「茶話会」の実施予
定有り。　　　　　　　　　　　　　　
・高評価いただいた「スポーツ
レク」も、継続した実施をした
い。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

100

・ご意見をいただいた内容につ
いては、児童発達支援管理責任
者が対応し、ご理解いただける
よう対応している。

50 40 10

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

100

・児童さまについては、「絵カー
ド」や「手話」、「文字で示して見
える化」した伝達。また、保護者
さまへは、口頭だけでなく、紙
ベースでお知らせ等を行ってい
る。

100
・子供が理解しやすい方法で
伝えていただいている。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての
子どもや保護者への発信

100
・インスタグラム開設　　　　　　　　
　　・保護者さま限定のYouTube
の開設。

90 10

・インスタグラムは、ほぼ毎日
アップされており、楽しみにし
ている。　　　　　　　　　　　　　　
　　　・YouTubeで、子供の様
子が見れて安心した。

・楽しみにしていただいている
声もあり、継続していくよう努
力する。
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区分 チェック項目

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 100

・保護者さまには、了承をいただ
き、会議等にて必要最低限に事
業所からの個人情報を提供して
いる。

80 10 10

・支援会議の時、事業所より
改めて「個人需要方の持ち出
し」について確認していただい
た。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルの策定と、職
員や保護者への周知徹底

100 80 10 10

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

100 80 10 10
・新築の消防署見学に連れて
行ってもらい、消防車や救急
車に乗せてもらった。

・西予消防署のご協力いただ
き、見学顔を実施。少人数で
の見学だったため、ゆっくり見
学出来た。子供たちからも沢
山の質問がされていた。

3
服薬や予防接種、てんかん発作等の子
どもの状況の確認の実施

100
・保護者さまより、「予兆」や「発
作の様子・対応」等の聞き取りを
行っている。

90 10
詳細に聞き取りを行っても
らった。

4
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

100 ・現在、対象児童さま居らず。

5 安全管理の徹底 100
・ヒヤリハット報告。再発防止に
努めている。

90 10

6
家族等との連携を図るため、安全計画に
基づく取組内容についての家族等へ周知

80 20 90 10

7
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

100

8
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

100
・職員ミーティング時に実施して
いる。

9

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

100
・身体拘束の事績は無く、今後
も基本、身体拘束を行わない方
向。
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